
「東日本大震災」に関する

建設資材情報（第１９回）

平成24年2月号　　
（平成24年1月10日現在）　　

　このたびの東日本大震災におきまして、被災された皆様に心よりお見舞いを申し上

げます。”被災地の一日も早い復興”と”ニッポンの復興”を実現するため、微力な

がら当会にできることを全力でお手伝いしたいと考えております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人　建設物価調査会
　　　　　　　　　　　　　　　　  　災害関連資材情報室(調査統括部内)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL:03-3663-3892

　平成２４年１月１０日までに収集した情報をもとに東北３県（岩手県・宮城県・福

島県）の地場資材と仙台市における一般資材の状況をお知らせいたします。

  状況は常に変化しているため、最新の状況とは異なる場合があることをご了承のう

え、ご参照ください。ご多忙のなか、情報を提供いただきました皆さまに深く感謝い

たします。

　今後とも、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

  なお、当会ホームページの災害関連資材情報室のなかで、岩手県、宮城県、福島県

における生コンクリートとアスファルト混合物の工場所在地及び稼動状況を地図上に

掲載しています。また、岩手県、宮城県、福島県の住宅着工戸数等及び公共工事受注

額の推移も載せています。併せてご参照ください。



本資料の留意点

本資料を参照いただくにあたっては、以下の点にご留意ください。

■前回（第18回：平成23年12月10日時点）に対する変更箇所を赤文字にしています。

建設資材市況 平成24年1月10日現在

地区

生コンクリート 南相馬市

　18-18-25でm3当たり12,600円と前月比500円の上伸となった。南相
馬を含む相双地区の平成23年４～12月の出荷量は約10万４千m3（工組
調べ）で前年同期比43.5％減。これは東日本大震災発生後の数カ月
間、主要工事の発注延期や中断が相次いだ影響による。こうしたな
か、メーカー各社は４～５月に燃料の高値推移やセメントの先高観を
背景に値上げを打ち出したものの、新規物件が少なく浸透しなかっ
た。
　年度後半に入り、相馬港の復旧工事向けに大量のコンクリートブ
ロックが発注されるなどで出荷が急回復してきた。港湾以外の復旧工
事や高速道路向け等にも相当量の需要が見込まれているが、原発事故
の影響で停止している工場があり、稼働中の２社４工場において安定
的な供給体制構築に向けた方策が検討･推進されつつある。メーカー
各社は、プラント設備の修繕、製造能力の増強、ミキサー車の増車、
およびそれらに伴う必要人員確保等のコスト上昇を背景に、値上げに
強い姿勢で取り組んできたため交渉が進展した。
　需要家側は震災後の生コンメーカーを取り巻く環境に理解を示して
おり、需給がひっ迫する中で確実な納入を優先させたい意向が強い。
総じてある程度の値上げはやむなしとの購入姿勢をとっている。
　セメント、コンクリート用骨材等の原材料費が上昇する懸念もあ
り、工事の活発化に伴いメーカー各社がなお一段の値上げに踏み切る
可能性がある。先行き、強含み推移の見込み。

　18-18-25でm3当たり8,750円と前月比400円の上伸。協組は、過去２
年間の出荷量が平成20年度比で約６割水準に低迷したことに加え、大
震災後の新規工事の着工延期や中止等による採算悪化が著しいとし
て、平成23年４月にm3当たり1,000円以上の値上げを表明した。
　震災で協組員15社16工場の大半が地震・津波による施設被害や停電
等で出荷停止に追い込まれ、被害甚大だった最後の１工場が復旧して
全16工場とも出荷が可能になったのは７月下旬だった。前後して応急
工事向け出荷が活発化するとともに、夏場以降は中断していたマン
ションや店舗等の民間物件が徐々に再開、着工されたため、販売店の
売り腰が強まり９月に値上げの一部が浸透した。秋口以降、学校や介
護福祉施設、病院等の復旧工事、新設の公共工事、工場、住宅建設等
の民間工事向けに需要が急増している。
　こうした状況下、協組では運搬車両の不足や施設復旧に伴うコスト
増加等を理由に、１月以降の新規受注分からさらに1,000円以上の値
上げを表明した。災害復旧工事等の件数急増で市場における運搬車両
のひっ迫感が強まるなか、値上がりを見越した駆け込み注文が増加し
たため、需要家側との交渉が進展した。販売店は今後も需要増加が続
くものとみており、強気の販売姿勢を緩めていない。先行き、強含み
推移の見込み。

生コンクリート 仙台市

資材品目 現況と見通し

■本資料は各資材の全体的な需給動向等のトレンドであって、
　個々の品目、規格により差異が生じる場合があります。

■価格は建設物価２月号（平成24年1月10日までに得られた最新の調査結果）
　の価格となります。

■価格欄の「･･･」は当該地区において取引実例が極めて少ない等、
　価格の把握が難しい場合を示しています。

■価格の前月比は建設物価１月号（平成23年12月10日時点）に対する比較となります。

平成24年1月10日現在　財団法人建設物価調査会
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【地場資材の価格動向】

前月比 気配

盛岡（岩手県盛岡市） ｍ3 12,800 変わらず 横ばい

釜石（岩手県釜石市） ｍ3 13,950 変わらず 横ばい

大船渡（岩手県大船渡市） ｍ3 14,150 変わらず 横ばい

仙台（宮城県仙台市） ｍ3 8,750 上伸 強含み

気仙沼（宮城県気仙沼市） ｍ3 14,450 変わらず 横ばい

石巻A（宮城県旧石巻市） ｍ3 11,900 変わらず 横ばい

石巻B（宮城県旧雄勝町） ｍ3 13,400 変わらず 横ばい

福島（福島県福島市） ｍ3 11,200 変わらず 強含み

南相馬（福島県南相馬市） ｍ3 12,600 上伸 強含み

資材 地区
価格

価格単位

レディーミクストコンクリート
（普通） １８－１８－２５（２０）

＜レディーミクストコンクリートのプラント稼動状況＞
　･岩手県： (宮古･岩泉･釜石地区)
         　　　 大槌町の１工場が稼動再開に向け復旧作業中。
　　　　　　　　それ以外の９工場は出荷可能｡
         　　　(大船渡･陸前高田地区)
          　　　大船渡市と住田町の計３工場が出荷可能。
         　　　 陸前高田市の１工場は２月中の移転再開に向け工事中。
　･福島県： (南相馬･相馬地区)
          　　　３工場が震災によって操業停止中。
　　　　　　　　５工場が出荷可能。

　上記以外は通常通りの稼動。

レディーミクストコンクリート＜（普通） １８－１８－２５（２０）＞の価格推移
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23/2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 24/1 2
（月号）

価格（円）

盛岡 釜石 大船渡 仙台 気仙沼 石巻A 石巻B 福島 南相馬

震災前 震災後

平成24年1月10日現在　財団法人建設物価調査会
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【地場資材の価格動向】

前月比 気配

盛岡（岩手県盛岡市） ｍ3 1,750 変わらず 横ばい

釜石（岩手県釜石市） ｍ3 2,000 変わらず 強含み

大船渡（岩手県大船渡市） ｍ3 2,000 変わらず 強含み

仙台（宮城県仙台市） ｍ3 1,400 変わらず 強含み

気仙沼（宮城県気仙沼市） ｍ3 2,200 変わらず 強含み

石巻A（宮城県旧石巻市） ｍ3 1,800 変わらず 横ばい

石巻B（宮城県旧雄勝町） ｍ3 2,400 変わらず 横ばい

福島（福島県福島市） ｍ3 1,800 変わらず 横ばい

南相馬（福島県南相馬市） ｍ3 1,900 変わらず 横ばい

資材

･岩手県：(宮古地区)
          　出荷可能。
         　 (釜石地区)
            釜石市の１工場、大槌町の３工場が出荷可能。
            (大船渡･陸前高田地区)
            砕石４工場、骨材１工場が出荷可能、
            ただし、車両の不足等で出荷制限｡
 
･福島県：(南相馬地区)
　　　　　  新地町と南相馬市の砕石３工場が出荷可能。

骨材・砕石
再生クラッシャラン
　４０～０ｍｍ

＜骨材・砕石のプラント稼動状況＞

価格
地区 単位 価格

再生道路用砕石 （再生クラッシャラン　４０～０ｍｍ）の価格推移
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（月号）

価格（円）

盛岡 釜石 大船渡 仙台 気仙沼 石巻A 石巻B 福島 南相馬

震災前 震災後
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【地場資材の価格動向】

前月比 気配

盛岡（岩手県盛岡市） t 10,600 変わらず 強含み

釜石（岩手県釜石市） t 11,400 変わらず 強含み

大船渡（岩手県大船渡市） t 11,300 変わらず 強含み

仙台（宮城県仙台市） t 9,700 変わらず 強含み

気仙沼（宮城県気仙沼市） t 10,700 変わらず 強含み

石巻A（宮城県旧石巻市） t 10,000 変わらず 強含み

石巻B（宮城県旧雄勝町） t 10,300 変わらず 強含み

福島（福島県福島市） t 10,600 変わらず 強含み

南相馬（福島県南相馬市） t 10,700 変わらず 強含み

＜アスファルト混合物のプラント稼動状況＞
･福島県：浜通り地区の２工場が震災によって操業停止中。

上記以外は通常通りの稼動。

価格
価格

再生アスファルト混合物
 密粒度１３

資材 地区 単位

再生アスファルト混合物（密粒度１３）の価格推移
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23/2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 24/1 2
（月号）

価格（円）

盛岡 釜石 大船渡 仙台 気仙沼 石巻A 石巻B 福島 南相馬

震災前 震災後
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【地場資材の価格動向】

前月比 気配

盛岡（岩手県盛岡市） 個 1,340 変わらず 横ばい

仙台（宮城県仙台市） 個 1,390 変わらず 横ばい

福島（福島県福島市） 個 1,450 変わらず 横ばい

福島県の一部メーカーが震災によって操業停止中。

上記以外は通常通りの稼動。

資材 地区 単位

コンクリート二次製品
鉄筋コンクリートＵ形 １種
　３００Ｂ
　Ｗ３０×Ｈ３０×Ｌ６０ｃｍ

＜コンクリート二次製品のプラント稼動状況＞

価格
価格

コンクリート二次製品（鉄筋コンクリートＵ形１種３００Ｂ　Ｗ３０×Ｈ３０×Ｌ６０ｃｍ）
の価格推移

1,280
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1,320
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1,460

23/2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 24/1 2
（月号）

価格（円）

盛岡 仙台 福島

震災前 震災後

平成24年1月10日現在　財団法人建設物価調査会

5



【一般資材の価格動向】

前月比 気配

異形棒鋼 ＳＤ２９５Ａ　Ｄ１６ ｔ 58,000 変わらず 横ばい

Ｈ形鋼 ＳＳ４００　200×100×5.5×8mm ｔ 75,000 変わらず 弱含み

セメント 普通ポルトランド　バラ ｔ 10,500 変わらず 横ばい

ストレートアスファルト 針入度60～80　ローリー ｔ 89,000 変わらず 強含み

仮設・土木用木材
くい丸太（松）長2.0ｍ×末口径15cm
材積0.0450　皮付　先端加工含む

本 1,260 変わらず 横ばい

構造用合板
針葉樹　厚12.0×幅910×長さ1,820mm
１類Ｆ☆☆☆☆２級Ｃ－Ｄ

枚 1,080 変わらず 横ばい

コンクリート型枠用合板 12×900×1,800mm　輸入品　無塗装品 枚 1,130 変わらず 横ばい

仮設ハウス
組立式仮設ﾊｳｽ(ﾌﾗｯﾄ型)賃貸料金
（1～6カ月）　平家建て　面積59.4ｍ2

棟･日 1,180 変わらず 横ばい

電線・ケーブル 600Vビニル絶縁電線(ＩＶ)1.6mm単線 km 20,700 変わらず 横ばい

硬質ポリ塩化ビニル管 一般管　VP100A　4ｍ 本 3,690 変わらず 横ばい

燃料油 軽油　ローリー kℓ 102,000 変わらず 強含み

建設機械賃貸
運搬機械ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ2ｔ車
（賃貸期間1ヶ月以上）

台･日 3,320 変わらず 横ばい

価格品名 単位
価格

規格

東北（仙台市）における一般資材の価格推移
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（月号）

価格（円）
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価格（円）

仮設・土木用木材  くい丸太 構造用合板 コンクリート型枠用合板 仮設ハウス

硬質塩化ビニル管 建設機械賃貸 異形棒鋼 Ｈ形鋼

セメント ストレートアスファルト 電線・ケーブル 燃料油

左目盛：仮設土木用木材、構造用合板、コンクリート型枠用合板、仮設ハウス、硬質塩化ビニル管、建設機械賃貸
右目盛：異形棒鋼、H形鋼、セメント、ストレートアスファルト、電線・ケーブル、燃料油

震災前 震災後
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